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下
水
道
は
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
パ
ー
ト
ナ
ー

佐
倉
河
字
前
田
、
字
三
本
木
、
佐

倉
河
字
東
沖
ノ
目
、
佐
倉
河
字
慶

徳
、
佐
倉
河
字
東
広
町
、
佐
倉
河

字
瀬
ノ
上
、
字
大
町
、
羽
田
町
字

下
小
谷
木
、
羽
田
町
字
明
正

Ǟ
⒉
⒴
は
༑
⒊
な
い

下
水
道
な
ど
に
は
、
ご
み
な
ど

水
に
溶
け
な
い
も
の
を
流
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
下
水
道
の
つ
ま
り

■本年度の整備予定区域

次の地域の整備対象の人には工事説明会の

案内を送付します。

【水沢区】字堰合、佐倉河字後樋、佐倉河字東

柳ノ町、佐倉河字鐙田、真城字堤根、真城字寺

後、真城字町屋敷、真城字杉山下、羽田町駅前

一丁目、羽田町駅前二丁目、羽田町駅南一丁目、

羽田町宝生

ポ
ン
プ
の
故
障
や
下
水
道
管
か
ら

汚
水
が
溢
れ
出
る
事
故
が
発
生
し

ま
す
。
正
し
く
施
工
し
た
排
水
設

備
で
は
雨
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
誤
っ
て

雨
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
場
合
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

の
原
因
に
な
る
ほ
か
、
大
量
の
油

や
洗
剤
は
、
終
末
処
理
場
で
の
微

生
物
に
よ
る
浄
化
を
妨
げ
る
原
因

と
な
り
ま
す
。
下
水
道
の
働
き
を

守
る
た
め
、
一
人
一
人
の
注
意
が

必
要
で
す
。

○
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天

ぷ
ら
油
な
ど
は
流
さ
な
い

○
食
器
や
鍋
の
油
汚
れ
は
紙
で
拭

き
取
っ
て
か
ら
洗
う

○
食
器
洗
い
や
洗
濯
の
洗
剤
は
適

量
を
使
う

○
洗
濯
機
に
は
糸
く
ず
フ
ィ
ル

タ
ー
を
付
け
る

○
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
も
の
は
流
さ
な
い

○
風
呂
場
で
ご
み
は
流
さ
な
い

Ǟ
ᮒ
水
の
༑
Ⓛ
ᦉ
⒴
は
ϟ
ఖ
の


܍
に

雨
水
が
下
水
道
に
流
れ
込
む
と
、

下
水
道
の
使
用
上
の
お
ᰔ
い

市
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
公
共
下
水
道
や
浄
化
槽
な
ど

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
整
備
に
よ
り
、
新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
と
、

使
用
上
の
注
意
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
下
水
道
課
管
理
係
（
内
線
５
３
３
、
５
３
４
）

４
月
か
ら
次
の
区
域
の
一
部

で
公
共
下
水
道
の
使
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
河
川
や
水

路
な
ど
の
水
質
保
全
を
図
り
、
衛

生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
該
当
区
域
＝
【
水
沢
区
】
佐
倉

河
字
東
柳
ノ
町
、
佐
倉
河
字
後
樋
、

佐
倉
河
字
鐙
田
、
佐
倉
河
字
後
田
、

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」

新
た
な
使
用
ᬖ
ࠃ
区
域

公共下水道事業受益者負担金

新たに使用可能となった土

地の所有者には、公共下水道

工事費の一部として受益者負

担金を負担していただいてい

ます。該当者には、６月下旬

に書類を送付する予定です。

■負担金額＝土地面積１釈当

たり380円

■納付方法＝５年間の10回

払い（全額一括納付による

報奨金あり）

■問い合わせ＝本庁下水道課

工務係（内線532、537）
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